様式第１号　別紙１ 
地域避難施設認定申請時チェックリスト 
	内　　　容 
	チェック 

	供与された備蓄物資を保管するスペースがあること。 
	□ 

	有効避難面積が30ｍ２（16畳）以上確保できること。
	□

	風水害
の場合
	土砂災害警戒区域及び土砂災害警戒特別区域に該当していないか。 
	□ 

	
	河川の洪水氾濫想定区域（想定最大規模）に該当していないか。ただし、浸水深より高い位置に避難する施設を有している場合は、この限りではない。
	□ 

	
	家屋倒壊等氾濫想定区域に該当していないか。 
	□ 

	地　震
の場合 
	[bookmark: _GoBack]新耐震基準に則して建築又は改修されていることが分かるもの(例：登記事項証明書) 
	□ 

	
	昭和56年５月31日以前に建築されたものについては耐震改修を実施したことが分かるもの
	

	
	津波浸水0.5ｍ以下であること又は津波浸水0.5ｍ以上２ｍ未満で鉄筋コンクリート構造等であること。 
	□ 

	
	室内に転倒する家具がないか、あるいは固定されていることが分かる写真。
	□ 

	施　設
の種類 
	自治会が所有する集会施設（単独名義） 
	□ 

	
	自治会が所有する集会施設（共有） 
	□ 

	
	アパート、マンションの共用部分 
	□ 

	
	その他、自主防災組織等が当該制度の活用のために確保した施設 
（自治会が保有しない施設でアパート又はマンション以外の集合施設） 
施設の詳細 
	□ 


　※　該当する項目に☑を入れてください。

